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ABSTRACT

脈 ct 。f ・h・ E ・d。d・・m ・ n ・h・ Hca ・・ D … 1・Pmen ・ i・ ・h・ N ・ w ・，　T ・it“ rus 　Pyrrltagaste。．
H ・AM ・N ・ AND 　N ・K ・BAYASHI （D ・p… m ・ n ・ 。 f　Bi。1。gy ，　D ・ ・hi・h・ U ・i・ ersi ・y ，

　Ky 。 ・。）
Zool．ルfag．75 ： 4 ．−6 （1966 ）

Thc　present　 experiments 　were 　performed 　 to　explorc 　the 　 mechanism 　 of 　deterrni囎 tion 　
of

th・ h ・ a ・ t ・ ・dim ・ nt ・ti【y・i・ g 即 1・・ t・ ti・ ・ m ・・h ・d，　 Th ・ p … ump ・i・ ，　 h， a ，t 。，ea 　 i。
the　 lateral　 platc　 me80derm 　of 　the 　 late　 gastrula 　was 　excised 　and 　comhiled 　with 　8uch

adjacent 　 tissues 　 as 　 the 　 chorda 　 mesoderm 　and ！or 　 thc 　fore−gut　endoderm ，　and 　cultured

in　ectodermal 　 envelQpe ，　The 　pulsating　hear 亡 developed 　only 　in　the 　 case 　in　which

Ihe　 presumptive 　 heart　 rudimcnt 　 was 　combined 　 with 　the 　fore−gut　endoderm ，　 From 　this
「 es ・ lt　 it　 i… n ・id・ ・ ed 　th ・t　th ・ 1・t・・al 　w ・i1・f　th ・ f・ ・e−9・ … d ・d ・・ m 　i・ n ・c … 。・y 。 、　an

indud 。「 f・・ th ・ diff・・e ・ ti・ ti・ n ・「 P ・rs・ ・玉・ 9　 h … tf ・・ m 　 the 　 l・t・・al 　 pla・e　m ，s。d，，m ．
（Received　Ju且y　23

， 工965）

　両生類の 心 臓 は 自律分化器官 で あ る とh わ れ なが

ら
’
（Ekman ，

1925 ； St6hr
， 19241　 Copenhaver

，

1926 ； Bacen
，
　 1945＞，その 分化 に は 内胚葉の 作用 が

重要で あ る と もい わ れ て b る （Bacon ，
　 ］945；Man ．

gold ，
　 1956

，
1957 ；Amano ，1958 ；Jacobson， ユ961）。

特 に こ の 内胚葉の 作用 に つ い て ，Bacon （1945）は

こ れ を第 二 次 誘 導 で あ る とい っ て い る。 これ に 対 し

て Jacobson（1961）は Bacon （1945）の 実験 に お

い て ，外植 さ れ た嚢胚 中期 の 心臓原基 の 中 に す で に

内 胚 葉 組 織が入 っ て い る こ と を指滴した 。 そ し て

Tritzar” s　tOrOSttSで は 神経胚初期に 原腸蓋前部 の 内

胚 葉組織 に よ っ て 心 臓 自律分化 の 決定が 行なわれ．る

と 主張し た 。
こ の 論争 に つ い て ， 日 本 イ モ リ Tri−

tesrus　Pyrrhogaster胚 で 心 臓原基 と内胚 葉組織 と の

関係 を 調べ た の で
， そ の 結果 を報告す る 。

　材料 と して ，日 本 イ モ リ Triturus 　Pyrrhegaster

（BOIE ＞の 胚が使わ れ た 。 天野 ・小林 （1966）の 実験

に お
・
い て 明らか に な っ た よ 5 に ，T ・eVrrhegaste厂

の 胚 の stage 　 14 の 側板中胚葉 は ，そ れ 自身で は 心

臓 の 自 律分 化 能 をもっ て h な 10e そ こ で ，こ の

1） こ の 実験は 交部省科 学研 究 費 （各個研 究）406186，
　 406164 に よ っ て 行な われ た e

4

stage 　14胚 を，大 野 ・小 林 （」966） の 実験 と同じよ

5 に ，胚 が 左 右 の 半駆 に な る よ うに 切断 し，腹側 よ

り内胚葉細胞塊 を 除 き，第 1 図 の ご と く前部側板 中

胚 葉組織 （L ） と，こ れ を内 側 か ら裏打ち し て い る

A
B

　　第 1 図 stage 　 14 の 半胚 （A ）か ら， 内 胚葉

　細 胞 塊 （B ）を除 い た 図　　E ： 前腸側壁 の 内 胚

　葉組織 　L ： 予 定心 臓 原 基　 N ： 予 定 脊 索 ・筋
　節 組 織

原腸團壁 の 内胚葉組織 （E ） と，側板中胚 葉の 背 側

に あ っ て 原 腸 蓋 を形成 し て い る 予定筋 節脊 索 組 織

（N ） と を切 り出 し，こ れ を種 々 の 組 み 合 わ せ で外植

した 。 こ の 際 外植体をお お う外皮 は ，側板 中胚葉
の 前 部 をお お っ て い る 外胚 葉を ， 腹側 に 少 し大きく

切 り出 し、 こ れ で お お っ た。そ れ らの 結果 を第 1表

に 示 し た 。
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第 1 表　予定心 臓原基 に種 々 の 周 囲 組 織 を 組 み 合 せ て っ くっ た 外植体 の 形 成 物

組 織 の 組 合 せ

L

L 十 N

L 十 N 十 E

L 十 E

外植体 数

14

1017

16

感　覚　器

（眼 及 び 耳 ）

0

07

4

平　衡 　桿 鰓

1 o

4 o

12 4

ll D

心 　　臓

0

0

　 5

（29％）

　 6
（3B％）

鰭状 形 成 物

3714

8

E ： 前腸側壁 の 内胚 葉組 織　L ： 予 定 心臓 原 基 　N ： 予定脊索 ・箭 箪組 織

論 議

　古 くか ら心 臓 は 自律分化器官で あ る と い わ れ て き

た が ， そ の 自律分化能に も限界があ る 。 すなわち，

T ・Pyrrhogaster の stage 　 14 に お い て，心 臓原

基の 存在す る前部側板中胚葉 と，それ の 背蠍 に 存在

す る筋節及び 脊索組織 の 中胚葉組織 との 組み 合わせ

（L ＋ N ） で は，搏動す る 心 臓 を分化す ご る とが 出来

なV  しか し，こ の 側板中胚葉の 心 臓 原基 に ，そ れ

を翼 づ け て い る前 腸 側 壁 の 内 胚 葉 組 織 を 加 え て

（L＋ E）外植す る と，そ の 38％ が搏動す る 心臓 に

分化す る 。 こ の こ とは ，こ の 時期で 中騒葉組 織 の み

で は 心臓 を分化す る 能力 をもっ て ない が，心臓原基

を裏 づ け る 前腸 の 内胚葉組 織の 誘導作 用 に よ っ て 初

め て 心臓 を分 化 す る とい 5 こ と を 示す もの で あ る 。

した が っ て，Bacon （1945） の 実験 に お い て，　 stagc

11 の 外植体 に 心 臓形成が み られ た の は
， Jac。 bson

（1961） の 指摘 し た よ うに ， 心臓形式 の 誘導原 で あ る

内胚葉組織が そ の 外植体に 入 っ て い た と考 えられ る 。

また，こ の 荊腸 の 内胚葉組織が，側板 中胚葉組織 と

共に 外植 され る と種 k の 感覚器官が形成 さ れ る こ と

は JaCQbSQn（1963）も見 て い る こ とで ，こ れ は 予 定

心臓原基 の 中胚葉組織 と前部内胚葉組織 とに よ っ て

生 じた と 考 えられ る。 こ の よ うに し て ，心 臓 の 自律

分化能を確立 させ る誘導原 は Jacobson（1961） 及

び Ma ” gold （1956 ，
1957）の 主張す る よ うに ，前腸

の 内胚葉組織で あ る こ とが 再確認 された 。 し か し な

が ら，そ の 時期 に つ い て は Jacobson（1961） の 主

張す る 時期 よ りは る か に 早 い 時 期 で ，T ・ftyrrlva−

gasterに お い て は 翼胚 後期 で あ る 。 そ し て こ の 時期

よ り神経擁 中期 に か け て ，Jacobson（1961）の い う

よ 5 に，心 臓 は 徐 h・に こ の 前腸側壁の 内胚 葉組織に

よ っ て決定 され て い く 屯の と考え られ る。

要 約

　本実験 は 心臓 の 白律分化能 の 決定機構 を分析す る

た め に 行 なわれ た 。

』
まだ 心臓 の 自律分化能を もっ て

い な い T．Pyrrhegaster の 嚢胚後期 の 心 臓原基 と，

前腸側壁 の 内胚 葉組織 及 び こ れ の 背側 に あ る 筋節脊

索組織 と を種 k に 組 み 合せ て 外植 した 。 そ れ らの 結

果，心臓 の 分化は前腸側壁 の 内胚葉組織を加 えた も

の の み に 見 られ た 。 し た が っ て ，心臓 の 自律分化 を

確 1
’
i
・
す る と こ ろ の 誘導原 は こ の 前腸側壁 の 内胚葉組

織 で あ る と考 え られ る。
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